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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
飲
食
店
の
倒
産
件
数
の
増
加
に
対
す
る
認
識
と
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

民
間
の
調
査
会
社
が
取
り
ま
と
め
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
令
和
五
年
の
我
が
国
に
お
け
る
飲
食
店
の
倒
産
件
数
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
た
令
和
三
年
及
び
令
和
四
年
に
比
べ
増
加
し
、
同
感
染
症
の
感
染
が
拡
大

し
た
令
和
二
年
以
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
（
令
和
五
年
十
一
月
二
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
飲
食
店
を
含
む
中

小
企
業
等
に
つ
い
て
「
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
飲

食
店
を
含
む
中
小
企
業
等
向
け
の
支
援
策
と
し
て
、
令
和
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
お
い
て
、
株
式
会
社

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
よ
る
支
援
等
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
飲
食
店
の
店
舗
の
家
賃
を
支
援
す
る
施
策
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措



 

２ 

 

置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
出
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
事
態
宣
言
」
に
よ
り
飲
食
店
の
経
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
状
況
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
計
上
し
た
家
賃
支
援
給
付
金
に
よ
り
措
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。 


